静岡サッカー協会4種委員会主催試合における審判について
（2019年度版）

2019年4月1日

静岡県サッカー協会中部支部4種委員会

　青葉リーグに関して変更がある。

１　11人制における審判

　　原則として、日本サッカー協会競技規則に従うが、各チームの審判員により行う試合については、各チームの負担軽減のため、第4の審判員の役割を本部が担うものとする。

　　＊2019年度対象試合　青葉U12チャレンジリーグ、青葉リーグチャンピオンシップ

２　8人制における審判

　　「日本サッカー協会8人制競技規則」（2012年改訂版）において、「 試合は、1人の主審によって運営される。」が削除され、「試合は、1人の主審と2人の副審、1人の第4の審判員（任意）で運営されるか、1人の主審 と1人の補助審判（必須）で運営される。」となっており、8人制においても、3人（又は4人）の審判員での運営が優先されるという解釈になってきている。
　　このため、3人制審判を基本とし、青葉リーグにおいても、2019年度から、副審は対戦チームから各1名、主審は対戦チーム以外から4種委員会が指名するチームが行う。Ｕ１２，Ｕ１１，Ｕ１０すべてのカテゴリーで実施します。

（すべて3人審判制で行いますが、各チームとも帯同審判1名でＯＫです）
（注1）いずれの場合においても、青葉リーグにおいては、運営の簡素化と自チームの審判員への助言をしやすくするため、例外的に、自チームの試合の副審に互審を採用している。

（注2）審判委員会としては、サッカー経験のない保護者が1人審判を担当するのはリスクが高く、アシスタントレフェリーを経験していくことで、主審ができると考えている。また、多くの保護者が審判を取得し参加していただく事でサッカーファミリーの増員もつながると考えており、さらに、1人制審判と3人制審判が混在することに違和感を覚えることから、8人制の試合においても例外なく「1人の主審と2人の副審」で行うべきと考えていることを付記しておく。（平成28年度付記、2019年度修正）

